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13,062 件,女子 822 件であった。また,学年別の負傷事故件数は 2 年生 6,510 件,1 年生 5,972 件,3 年
生 1,402 件の順で多かった。さらに,負傷事故の多かった上位 3 種類は骨折 4,680 件,挫傷･打撲 4,325
件,捻挫 3,581 件であった。負傷事故の多かった上位 3 部位は下肢部 5,497 件,体幹部 3,626 件,上肢
部 2,745 件であり,それぞれの部位の中では足･足指部 2,777 件,肩部 1,489 件,手･手指部 1,366 件が
最も多かった。また,「部活動」の負傷事故件数は 22,810 件であり,男女別の負傷事故件数は男子
18,279 件,女子 4,531 件であった。また,学年別の負傷事故件数は 1 年生 9,891 件,2 年生 9,174 件,3
年生 3,745 件の順で多かった。さらに,負傷事故の多かった上位 3 種類は捻挫 6,605 件,挫傷･打撲
6,504 件,骨折 5,261 件であった。負傷事故の多かった上位 3 部位は下肢部 9,776 件,体幹部 5,762 件,
上肢部 5,205 件であり,それぞれの部位の中では膝部 4,488 件,肩部 3,468 件,肘部 2,457 件が最も多
かった。 
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故件数は 2009 年度から 2013 年度までで 21,526
件であり,男女別でみると男子 17,474 件,女子
4,088 件であった。また,学年別の負傷事故件数
は 2 年生 8,403 件,3 年生 7,144 件,1 年生 6,015
件の順で多かった。さらに,負傷事故の多い上位
3 種類は骨折 7,946 件,挫傷･打撲 6,794 件,捻挫
5,556 件であった。負傷事故の多い上位 3 部位
は下肢部 8,568 件,体幹部 5,109 件,上肢 部
4,445 件であり,それぞれの部位の中では足･足指
部 5,534 件,肩部 1,991 件,手･手指部 2,215 件が
最も多かった。 
次に,中学校における柔道の「部活動」の負傷
事故 件 数 は 2009 年度 から 2013 年度 までで
32,013 件で発生している。学年別の負傷事故件
数は 2 年生 13,066 件,1 年生 12,535 件,3 年生
6,412 件の順で多かった。また,男女別では男子
25,009 件,女子 7,004 件であった。負傷事故の多
い上位 3 種類は骨折 12,756 件,捻挫 8,466 件,
挫傷･打撲 7,827 件であった。さらに,負傷事故の
多い上位 3 部位は下肢部 12,442 件,上肢部
8,538 件,体幹部 8,211 件であり,それぞれの部位
の中では足･足指部 5,614 件,手･手指部 3,581




















校 の柔 道 の「部 活 動 」については,1999 年 から
2009 年の 10 年間で死亡率(10 万人あたりの死亡
生徒数)は,ラグビー3.616 に次ぐ,2.807 であったと
いう報告があり,中学校の同死亡率 1.883 よりも高






















年度から 2013 年度までの 5 年間に独立行政法
人日本スポーツセンター(以下,JSC)から,負傷の




































































１) 負傷事故件数 (表１) 
「授 業 」の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計は 13,884 件であった。平均
値は 2,776,標準偏差は 318 であった。この 5 年間
の負傷事故の推移としては 2009 年度の 2,878 件
から 2011 年度の 3,011 件と 100 件ほど増加して
いたが,2012 年度以降は減少しており,2013 年度
は 2,242 件とこの 5 年間で最も少なかった。 
 












① 男女別の負傷事故 (表２) 
男 女 別 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)は男子が 13,062 件
(94%),女子が 822 件(5%)であった。この 5 年間の
男女別の負傷事故件数の推移を述べる。まず,
男子は 2009 年度 2,714 件(94%)から 2010 年度
2,837 件(94%)と 100 件ほど増加していたが,2011
年度以降は減少しており,2013 年度には 2,095 件
(94%)と最も少なかった。一方,女子の負傷事故件
数の推移は 2009 年度 164 件(5%)から 2011 年度
180 件(5%)と 16 件微増していたが,2012 年度以降
は減少しており,2013 年度には 147 件(6%)と最も
少なかった。 
 
表 2 「授業」の男女別の負傷事故件数 
給付 男子 女子 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 
2009 2,714 94% 164 5% 2,878 
2010 2,837 94% 167 5% 3,004 
2011 2,831 94% 180 5% 3,011 
2012 2,585 94% 164 5% 2,749 
2013 2,095 93% 147 6% 2,242 
合計 13,062 (94%) 822 (5%) 13,884
 
② 学年別の負傷事故 (表３) 
学 年 別 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは
2 年生で 6,510 件(46％),次に 1 年生 5,972 件




表 3 「授業」における学年別の負傷事故件数 
給付 1 年生 2 年生 3 年生 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 1,255 43% 1,283 44% 340 11% 2,878 
2010 1,307 43% 1,399 46% 298 9% 3,004 
2011 1,285 42% 1,432 47% 294 9% 3,011 
2012 1,153 41% 1,341 48% 255 9% 2,749 
2013 972 43% 1,055 47% 215 9% 2,242 









２) 負傷事故の種類 (表４) 
種類ごとにみた負傷事故件数について,2009
年度から 2013 年度までの合計(割合)をみると,骨
折 が 最 も 多 く 4,680 件 (33%), 次 に 挫 傷 ･ 打 撲
4,325 件(31%),捻挫 3,581 件(25%),脱臼 599 件






表 4 「授業」における種類ごとにみた負傷事故件数 
給付 骨折 挫傷･打撲 捻挫 脱臼 靭帯損傷 
断裂
その他 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 1,039 36% 923 32% 728 25% 120 4% － － 68 2% 2,878 
2010 991 32% 916 30% 814 27% 133 4% 24 0.7% 126 4% 3,004 
2011 1,007 33% 926 30% 784 26% 126 4% 115 3% 53 1% 3,011 
2012 886 32% 879 31% 695 25% 111 4% 121 4% 57 2% 2,749 
2013 757 33% 681 30% 560 24% 109 4% 93 4% 42 1% 2,242 
合計 4,680 (33%) 4,325 (31%) 3,581 (25%) 599 (4%) 353 (2%) 346 (2%) 13,884 
 
３) 負傷事故の部位 (表５) 
部位ごとにみた負傷事故件数について,2009
年度から 2013 年度までの合計(割合)で最も多か
ったのは下 肢 部 で 5,497 件 (39%),次 に体 幹 部




部,上肢部の上位 3 部位について詳しくみる。  
 
表 5 「授業」における部位ごとにみた負傷事故件数 
給付 頭部 顔部 体幹部 上肢部 下肢部 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 227 7% 125 4% 747 25% 613 21% 1,166 40% 2,878 
2010 284 9% 147 4% 782 26% 623 20% 1,168 38% 3,004 
2011 316 10% 173 5% 785 26% 546 18% 1,191 39% 3,011 
2012 278 10% 148 5% 728 26% 517 18% 1,078 39% 2,749 
2013 217 9% 101 4% 584 26% 446 19% 894 39% 2,242 
















① 下肢部の負傷事故 (表６) 
下 肢 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは
足･足指部で 2,777 件(50%),次に足関節部 1,553





表 6 「授業」における下肢部の負傷事故件数 
給付 大腿部･股関節 膝部 下腿部 足関節部 足･足指部 合計
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 59 5% 171 14% 108 9% 234 20% 594 50% 1,166
2010 58 4% 159 13% 91 7% 248 21% 612 52% 1,168
2011 56 4% 170 14% 111 9% 264 22% 590 49% 1,191
2012 46 4% 183 16% 81 7% 249 23% 519 48% 1,078
2013 43 4% 129 14% 78 8% 182 20% 462 51% 894 
合計 262 (4%) 812 (14%) 469 (8%) 1,177 (21%) 2,777 (50%) 5,497
 
② 体幹部の負傷事故 (表７) 
体 幹 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは,
肩部で 1,489 件(41%),次に,頸部 1,042 件(28%),




表 7 「授業」における体幹部の負傷事故件数 
給付 頸部 肩部 胸部 腰部 その他 合計
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 208 27% 339 45% 82 10% 82 10% 36 4% 747 
2010 228 29% 303 38% 119 15% 97 12% 35 4% 782 
2011 225 28% 338 43% 113 14% 72 9% 37 4% 785 
2012 219 30% 275 37% 108 14% 71 9% 55 7% 728 
2013 162 27% 234 40% 95 16% 65 11% 28 4% 584 
合計 1,042 (28%) 1,489 (41%) 517 (14%) 387 (10%) 191 (5%) 3,626
 
③ 上肢部の負傷事故 (表８) 
上 肢 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは,
手･手指部で 1,366 件(49%),次に肘部 651 件




表 8 「授業」における上肢部の負傷事故件数 
給付 上腕部 肘部 前腕部 手関節部 手･手指部 合計
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 26 4% 134 21% 57 9% 74 12% 322 52% 613 
2010 23 3% 164 26% 52 8% 95 15% 289 46% 623 
2011 22 4% 139 25% 39 7% 85 15% 261 47% 546 
2012 19 3% 107 20% 47 9% 76 14% 268 51% 517 
2013 22 4% 107 23% 31 6% 60 13% 226 50% 446 
合計 112 (4%) 651 (23%) 226 (8%) 390 (14%) 1,366 (49%) 2,745
 
 





１) 部員数 (表９)  
全国の高等学校の柔道部の部員数は 2009 年
度 には 28,070 人 であったが,2013 年 度 では




表 9 部員数 
年度 男子 女子 合計 
2009 22,832 5,238 28,070 
2010 21,795 5,220 27,015 
2011 20,638 4,864 25,502 
2012 20,366 4,851 25,217 
2013 18,719 4,503 23,222 
合計 104,350 24,676 129,026 
全国高等学校体育連盟 HP より筆者作成 
 
２) 負傷事故の件数 (表 10)  
「部活動」の負傷 事故 について,2009 年度から
2013 年度の合計(発生率)は 22,810 件(17.67％)
であった。平均値は 4,562 件,標準偏差は 279 で
あった。この 5 年間の負傷事故件数(発生率)の
推移をみると 2009 年度の 4,596 件(16.37%)から
2011 年度の 4,966 件(19.47%)と 400 件近く増加
したが,2012 年度以降は減少しており,2013 年度
は 4,194 件(18.06%)とこの 5 年間で負傷事故件数
は最も少なかった。 
表 10 「部活動」の負傷事故件数 
給付年度 件数 発生率 
2009 4,596 16.37% 
2010 4,594 17.00% 
2011 4,966 19.47% 
2012 4,460 17.68% 
2013 4,194 18.06% 




① 男女別の負傷事故 (表 11) 
男女別の負傷事故について,2009 年度から 2013
年度までの合計(割合,発生率)は男子が 18,279
件 (80 ％ ,17.51 ％ ) で あ り , 女 子 が 4,531 件
(19％,18.36％)であった。この 5 年間の男女別の
負傷事故の件数の推移を述べる。まず,男子は
2009 年度 3,717 件(80%,16.27%)から 2011 年度
3,982 件(80%,19.29%)と 200 件以上増加していた
が,2011 年度以降は減少しており,2013 年度には
3,290 件(78%,17.57%)と最も負傷事故件数が少な
か っ た 。 一 方 , 女 子 は 2009 年 度 879 件
(19%,16.78%)から 2011 年度 984 件(19%,2023%)と





表 11 男女別の負傷事故件数 
給付 男子 女子 合計 
年度 件数 割合 発生率 件数 割合 発生率 
2009 3,717 80% 16.27% 879 19% 16.78% 4,596 
2010 3,721 80% 17.07% 873 19% 16.72% 4,594 
2011 3,982 80% 19.29% 984 19% 20.23% 4,966 
2012 3,569 80% 17.52% 891 19% 18.36% 4,460 
2013 3,290 78% 17.57% 904 21% 20.07% 4,194 












②学年別の負傷事故 (表 12) 
学 年 別 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度までの合計(割合)で最も多かったのは
1 年生で 9,891 件(43％),次に 2 年生 9,174 件




表 12 学年別の負傷事故 
給付 １年生 ２年生 ３年生 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 1,965 42% 1,861 40% 770 16% 4,596 
2010 2,011 43% 1,851 40% 732 15% 4,594 
2011 2,165 43% 2,040 41% 761 15% 4,966 
2012 1,864 41% 1,801 40% 795 17% 4,460 
2013 1,886 44% 1,621 38% 687 16% 4,194 
合計 9,891 43% 9,174 40% 3,745 16% 22,810 
 
 




傷･打撲で 6,504 件(28％,5.04％),骨折 5,261 件
(23％,4.07％),脱臼 1,882 件(8％,1.45％),靭帯







表 13 種類ごとにみた負傷事故件数 
給付 骨折 挫傷･打撲 捻挫 脱臼 靭帯損傷･ 
断裂
その他 合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
1,111 24% 1,516 32% 1,431 31% 390 8% - 148 3% 
4,596 
[3.95] [5.40] [5.09] [1.38] [0.52] 
2010 
1,064 23% 1,472 32% 1,357 29% 361 7% 105 2% 235 5% 
4,594 
[3.93] [5.44] [5.02] [1.33] [0.38] [0.86] 
2011 
1,152 23% 1,267 25% 1,391 28% 404 8% 594 11% 158 3% 
4,966 
[4.51] [4.96] [5.45] [1.58] [2.32] [0.61] 
2012 
996 22% 1,185 26% 1,233 27% 380 8% 552 12% 114 2% 
4,460 
[3.94] [4.69] [4.88] [1.50] [2.18] [0.45] 
2013 
938 22% 1,064 25% 1,193 28% 347 8% 526 12% 126 3% 
4,194 
[4.03] [4.58] [5.13] [1.49] [2.26] [0.54] 
合計 
5,261 23% 6,504 28% 6,605 28% 1,882 8% 1,777 7% 781 3% 
22,810 





















表 14 部位ごとにみた負傷事故件数 
給付 頭部 顔部 体幹部 上肢部 下肢部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
118 2% 235 5% 1,191 25% 1,135 24% 1,917 41% 
4,596 
[0.42] [0.83] [4.24] [4.04] [6.82] 
2010 
147 3% 266 5% 1,153 25% 1,029 22% 1,999 43% 
4,594 
[0.54] [0.98] [4.26] [3.80] [7.39] 
2011 
187 3% 278 5% 1,245 25% 1,099 22% 2,157 43% 
4,966 
[0.73] [1.09] [4.88] [4.30] [8.45] 
2012 
177 3% 268 6% 1,122 25% 1,002 22% 1,891 42% 
4,460 
[0.70] [1.06] [4.44] [3.97] [7.49] 
2013 
166 3% 225 5% 1,051 25% 940 22% 1,812 43% 
4,194 
[0.71] [0.96] [4.52] [4.04] [7.80] 
合計 
795 3% 1,272 5% 5,762 25% 5,205 22% 9,776 42% 
22,810
([0.61]) ([0.98]) ([4.46]) ([4.03]) ([7.57]) 
※[ ]は発生率(％) 
 
① 下肢部の負傷事故 (表 15) 
下 肢 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度の合計(割合,発生率)で最も多かった
のは,膝部で 4,488 件(45％,3.47％)次に足関節







表 15 下肢部の負傷事故件数 
給付 大腿部 膝部 下腿部 足関節部 足･足指部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
60 3% 860 44% 156 8% 413 21% 428 22% 
1,917
[0.21] [3.06] [0.55] [1.47] [1.52] 
2010 
73 3% 864 43% 177 8% 447 22% 438 21% 
1,999
[0.27] [3.19] [0.65] [1.65] [1.62] 
2011 
93 4% 969 44% 183 8% 491 22% 421 19% 
2,157
[0.36] [3.79] [0.71] [1.92] [1.65] 
2012 
82 4% 914 48% 142 7% 366 19% 387 20% 
1,891
[0.32] [3.62] [0.56] [1.45] [1.53] 
2013 
70 3% 881 48% 139 7% 344 18% 378 20% 
1,812
[0.30] [3.79] [0.59] [1.48] [1.62] 
合計 
378 3% 4,488 45% 797 8% 2,061 21% 2,052 20% 
9,776
([0.29]) ([3.47]) ([0.61]) ([1.59]) ([1.59]) 
※[ ]は発生率(％) 




② 体幹部の負傷事故 (表 16) 
体 幹 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度の合計(割合,発生率)で最も多かった
のは,肩部で 3,468 件(60％,2.68％),次に腰部
790 件(13％,0.61％),胸部 683 件(11％,0.52％),
頸 部 583 件 (10 ％ ,0.45 ％ ), 背 部 119 件





表 16 体幹部の負傷事故件数 
給付 頸部 肩部 胸部 腹部 背部 腰部 臀部 
合計
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
2009 
136 11% 700 58% 157 13% 14 1% 27 2% 149 12% 8 0.6% 
1,191
[0.48] [2.49] [0.55] [0.04] [0.09] [0.53] [0.02] 
2010 
115 9% 685 59% 159 13% 13 1% 16 1% 157 13% 8 0.6% 
1,153
[0.42] [2.53] [0.58] [0.04] [0.05] [0.58] [0.02] 
2011 
95 7% 759 60% 152 12% 7 0.5% 26 2% 191 15% 15 1% 
1,245
[0.37] [2.97] [0.59] [0.02] [0.10] [0.74] [0.05] 
2012 
129 11% 655 58% 129 11% 8 0.7% 28 2% 151 13% 22 1% 
1,122
[0.51] [2.59] [0.51] [0.03] [0.11] [0.59] [0.08] 
2013 
108 10% 669 63% 86 8% 11 1% 22 2% 142 13% 13 1% 
1,051
[0.46] [2.88] [0.37] [0.04] [0.09] [0.61] [0.05] 
合計 
583 10% 3,468 60% 683 11% 53 0.9% 119 2% 790 13% 66 1% 
5,762
([0.45]) ([2.68]) ([0.52]) ([0.04]) ([0.09]) ([0.61]) ([0.05]) 
※[ ]は発生率(％) 
 
③ 上肢部の負傷事故 (表 17) 
上 肢 部 の負 傷 事 故 について,2009 年 度 から
2013 年度の合計(割合,発生率)で最も多かった
のは,肘部で 2,457 件(47％,1.90％),次に手･手
指 部 1,56 件 (29 ％ ,1.20 ％ ), 手 関 節 593 件





表 17 上肢部の負傷事故件数 
給付 上腕部 肘部 前腕部 手関節部 手･手指部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
50 4% 550 48% 79 6% 110 9% 346 30% 
1,135
[0.17] [1.95] [0.28] [0.39] [1.23] 
2010 
53 5% 482 46% 67 6% 128 12% 299 29% 
1,029
[0.19] [1.78] [0.24] [0.47] [1.10] 
2011 
54 4% 518 47% 79 7% 122 11% 326 29% 
1,099
[0.21] [2.08] [0.30] [0.47] [1.27] 
2012 
47 4% 484 48% 63 6% 98 9% 310 30% 
1,002
[0.18] [1.91] [0.24] [0.38] [1.22] 
2013 
54 5% 423 45% 49 5% 135 14% 279 29% 
940 
[0.23] [1.82] [0.21] [0.58] [1.20] 
合計 
258 4% 2,457 47% 337 6% 593 11% 1,560 29% 
5,205











2009 年度から 2013 年度の 5 年間で，高等学
校の柔道の「授業」における負傷事故件数の合
計は 13,884 件であった。この負傷事故件数の(1







事故件数の推移をみると,2009 年度 2,878 件から
2011 年度 3,011 件と 100 件ほど増加傾向にあっ
た 。 し か し ,2012 年 度 以 降 は 減 少 傾 向 に あ




















男子 13,062 件(94%),女子 822 件(5%)であり，中学











2 年生 6,510 件(46%),1 年生 5,972 件(43%),3 年
生 1,402 件(10%)の順であり,中学校で 2 年生














校では骨折 4,680 件(33%),挫傷･打撲 4,325 件
(31%),捻挫 3,581 件(25%)であった。一方,中学校









校で下肢部 5,497 件(39％),体幹部 3,626 件
(26％),上肢部 2,745 件(19％)の順であった。中




部 2,777 件(50%),体幹部は肩部 1,489 件(41%),
上肢部は手･手指部 1,366 件(49％)であった。ま
た，中学校で下肢部は足･足指部 5,534 件(64％),































227 件(7%)から 2011 年度の 316 件(10%)と 90 件
近く増加傾向にあった。しかし,2012 年度以降は
減少傾向にあり,2013 年度は最も少ない 217 件
(9%)となっていた。また,頸部の負傷事故件数は



















2009 年度から 2013 年度の 5 年間の負傷事故





移をみると,2009 年度 4,596 件(16.37%)から 2011




































1 年生 9,891 件(43%),2 年生 9,174 件(40%),3 年
生 3,745 件(16%)の順であった。中学校で 2 年生
13,066 件(40%),1 年生 12,535 件(39%),3 年生















(割合 ,発 生 率 )が多 かった上位 3 種類は捻挫
6,605 件 (28%,5.11%), 挫 傷 ･ 打 撲 6,504 件
(28%,5.04%),骨折 5,261 件(23%,4.07%)の順で多
かった。中学校で骨折 12,756 件(39％,6.46%),捻














率 ) が 多 い 上 位 3 部 位 は , 下 肢 部 9,776 件
(42%,7.57%),体幹部 5,762 件(25%,4.46%),上肢部






肢 部 8,538 件 (26％,4.32%),体 幹 部 8,211 件
(25％,4.16%)の順であった。さらに,それぞれの部
位 の 中 で は , 下 肢 部 は 足 ･ 足 指 部 5,614 件
(45 ％ ,2.84%), 上 肢 部 は 手 ･ 手 指 部 3,581 件




















































故 が最 も多 く発 生 している。これは,山 口 (2010, 
p.138)は組み合った状態で捻るなどの際に起きる









度の 118 件(2％,0.42%)から 2011 年度の 187 件







年齢が 18 歳未満の者が 90%であったこと,経験年









次に,頸部の負傷事故件数は 2009 年度の 136






































































る と 考 え る 。 次 に , 肩 部 に つ い て 鮫 島 ら
(2006,p.43)は，技をかけられたときに，肩から落
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